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研究成果の概要（和文）：義務教育と比較して、学校をプラットフォームとした子どもの貧困対策が遅れた状況
にある高等学校を研究対象とした。大阪府と東京都の教育困難高校を対象とし、高校での子どもの貧困対策への
取組み（高校プラットフォーム化）の現状と課題を明らかにすることを目的を以下のように達成した。大阪府で
は、公立高校の高校内居場所カフェを拠点として、課題のある高校生を早期に発見し、中退予防の効果を上げて
いることをあきらかにした。東京都では公立高校に配置されたユースソーシャルワーカーを調査対象とした。ユ
ースソーシャルワーカーが校内での生徒支援担当教員と連携し、中退予防や、就学継続に効果を発揮しているこ
とをあきらかにした。

研究成果の概要（英文）：Support system to students under the poverty at high schools in Japan is 
need to develop comparing with compulsory schools' system.In this study case studies of Tokyo and 
Osaka are focused.
Support system through the school cafe at high risk high schools Osaka make some two remarkable 
effect on students. Preventing student's retiring and  development of problem finding and problem 
improving system for students under poverty.
Youth Social Worker(YSW) in Tokyo collaborate with teachers. YSWs work both in and outside of the 
classroom ,they talk friendly to students under  the poverty and they can find quickly the change of
 students relationship to their family and friends. Through this  daily life approach they make 
success on preventing of attendance or retirement.

研究分野： 教育行政学、子どもの貧困対策

キーワード： 子どもの貧困　高等学校　学校プラットフォーム　チーム学校　高校内居場所カフェ　ユースソーシャ
ルワーカー

  ４版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)子どもの貧困対策と学校プラットフォー
ム化政策の展開  

2014 年 8 月 29 日に子どもの貧困対策大綱
が閣議決定された。学校を貧困対策のプラッ
トフォームにするという方針のもと、市町村
教育委員会や公立小中学校ではスクールソ
ーシャルワーカー（SSW）配置が進展し、学
習支援や生活支援も徐々にではあるが進展
を見せている。 
文部科学省スクールソーシャルワーカー

実践活動事例集や、日本のスクールソーシャ
ルワーク研究をリードする山野則子ほか
(2009)の研究でも、義務教育段階での子ども
の貧困対策への取組みや教職員と SSW、
NPO、関連機関や地域資源とのネットワーク
構築などが、浸透しつつある。 
(2)高校段階での学校プラットフォーム化（高
校プラットフォーム化）の遅れ、自治体間格
差 
 いっぽう高校段階での学校プラットフォ
ーム化は義務教育段階と比較すると相当に
遅れており、萌芽的段階にある。理由は SSW
の高校配置の遅れである。東京都は平成 27
年 6月に都立高校モデル校にトップダウン的
に SSW 配置を行ったが、校内連携体制や
SSW の役割理解が進まない中で、貧困や発
達障害などの課題を抱える高校生への支援
が進展していないのが実態である。 
本研究で先進事例として注目する大阪府

は平成26年度より高校SSWを配置している
が、高校再編計画の中で高校側から要望があ
がり、従来教育困難高校とかかわってきた支
援 NPO から SSW が確保・育成されてきた
経緯がある。そのため学校教職員の理解度も
高い。また教育困難高校を中心に、SSW 活
用とともに、NPO の運営する不登校・中退
予防のための高校内居場所を平成 27 年度に
21 校設置し、高校生の支援ニーズの把握や就
労支援等の具体的支援が展開されつつある。 
 このように高校プラットフォーム化の自
治体間格差の中で、生徒の支援ニーズの把握
や効果的な子どもの貧困対策手法の開発が、
全国的な高校政策として必要とされる状況
にある。 
 
２．研究の目的 
具体的な研究目的は次のとおりである。2

大都市圏である大阪府と東京都の教育困難
高校を対象とし、高校をプラットフォームと
した子どもの貧困対策への取組み（高校プラ
ットフォーム化）の現状と課題を明らかにす
ることを目的としている。具体的には、在籍
生徒の大半が貧困状態にある教育困難高校
において、高校スクールソーシャルワーカー
と教職員、関係機関の連携体制や、生徒支援
の実態と課題をインタビュー調査を通じて
あきらかにする。これにより、高校段階での
効果的な子どもの貧困対策の手法を開発す
ることを目指す。成果を大阪府、東京都の両

教育委員会にフィードバックする。 
 

３．研究の方法 
(1)大阪府と東京都の比較から、都市部の教
育困難高校における生徒の支援ニーズや高
校における生徒支援体制の現状と課題を分
析する。また先進地・イギリスの高校政策か
らも示唆を得る。 
(2)高校段階での SSW と教職員・関係機関等
との効果的な協働連携体制をあきらかにす
る。 
 主な手法は国内調査である。 
国内調査は 4段階で実施した。 

第 1段階：大阪府・東京都のマクロ高校改革
の整理 
高校再編整備計画、高校入試改革を整理し

た。あわせて過去 5年度の大阪府・東京都の
中退状況および進路状況を文部科学省・学校
基本調査、児童生徒の問題行動調査より把握
した。 
第 2段階：大阪府教育委員会、東京都教育委
員会インタビュー調査 
教育困難高校への支援策、統廃合計画、SSW
配置計画、就労支援策について、担当者への
インタビューを実施した。 
第 3段階：教育困難高校インタビュー調査（管
理職・特別支援や進路支援コーディネータ
ー・SSW・支援 NPO スタッフ等） 
教育困難高校へのインタビューを実施した。
教育困難高校における生徒への支援の中核
にある校長、副校長（准校長）、スクールソ
ーシャルワーカー・ユースソーシャルワーカ
ーへのインタビューも実施した。あわせて大
阪府立高校では高校内居場所を提供し、子ど
もの問題解決を学校と協働して行う支援 NPO
スタッフへのインタビューも実施した。 
この際、各学校のプロフィールの特徴、教

職員の感じる「手詰まり感」、SSW や支援 NPO
スタッフの把握する生徒の支援ニーズ、生徒
支援に際しての課題、効果的な就労・進路支
援ができたケースなどを検証した。 
第 4段階 研究の成果をまとめ、大阪府・東
京都教育委員会関係者含め、教育委員会やス
クールソーシャルワーカーに発信した。 
 
４．研究成果 
 大阪府では、高校内居場所カフェを通じた
中退・不登校防止アプローチが採用されてい
る。 
 大阪府立西成高校でとなりカフェを運営
するNPO法人オフィスドーナツトークによれ
ば、居場所カフェは週 2回か週 3回の開催が
望ましい。生徒たちの生活の様子を見るには、
1 週間という期間での変化を把握することが
必要だからである。たとえば、週 2回の居場
所に 2回とも同じ服装で来ていたり、昨晩家
に帰ってない様子だったり、食事を友達に分
けてもらっていたり、そうしたきっかけから、
居場所カフェスタッフ同士が「どう思う？」
と相談して、日々の情報共有のほかに「それ



はやっぱりちょっと問題やな」と思った段階
で、あらためて教員に情報を挙げていくとう
アプローチが採用されている。教員が個人面
談が難しい生徒については、カフェスタッフ
や府立高校スクールソーシャルワーカー（居
場所カフェ運営団体の職員がスクールソー
シャルワーカーとして大阪府に非常勤採用
されている場合もある）が、学校側の許可を
得たうえで個別面談するケースもあるとい
う。 
 居場所カフェと学校との良いつながりを
作るには、「信頼とバランス」を大切にしな
いといけない。どの組織でもそうだけれども、
法的にも生徒の教育に責任を負う学校に、外
部委託団体として居場所カフェが入るとい
う方式が採用されている以上、居場所スタッ
フの方から学校の教職員との「信頼とバラン
ス」を構築していくことが求められる。居場
所カフェやスクールソーシャルワーカーは、
ともすれば生徒自身の課題解決を重視して
個別支援を急ぎがちになるが、生徒に何かあ
ったときの対応に責任を負う学校側の対応
とのバランスを重視した協力関係が求めら
れる。また、週に何回かしか学校にいない居
場所カフェスタッフを急に信頼してくださ
いということにも無理がある。日常の丁寧な 
連絡のほかにも、居場所カフェが開催される
日に学校内の見回りをしたり、授業のサポー
トに入ったり、職員室に居場所カフェの写真
入りの紹介の掲示物を張ったり、居場所カフ
ェのスタッフを身近な人と感じてもらうこ
とで、学校との信頼関係を高めていく努力が
必要になる。 
具体的な校内連携組織は下図のようにな

る。 
 
 

 
 
 東京都では 2012（平成 24）年 2 月に出さ
れた『都立高校改革推進計画・第一次実施計
画』において、若者の再チャレンジを支援す
るという方向性が打ち出され。これを受け、
地域教育支援部生涯学習課（以下、生涯学習
課という。）は、2012（平成 24）年度に「都
立高校中途退学者等追跡調査」 （以下、中
退者調査という。）を実施した。中退者調査
は、都立高校を中退した本人を対象に行った
アンケート調査であり、回収率は 20.4％であ

った。 
 この調査結果を踏まえスクールソーシャ
ルワーカー校内組織へのコミットメントを
高めるために、中途退学の未然防止を担当す
る者に都教委の職員の身分を持たせるユー
スソーシャルワーカー（YSW）を配置した生
涯学習課では、2016（平成 28）年度に YSW48
名と YSWのスーパーバイズ役としてユースア
ドバイザー6名の計54名を非常勤職員として
採用した。非常勤職員とはいえ、一度に 54
名もの人員配置が認められるということは、
都庁内でも異例のことであった。 
 ユースソーシャルワーカーのアプローチ
は以下の図のようにまとめられる。 

 
 またユースソーシャルワーカーの具体的
な職務パターンは以下のようにまとめられ
る。 
【パターンⅠ】 教員に対するコンサルテー
ション 
【パターンⅡ】 学校との連携による要支援
生徒の直接支援 
【パターンⅢ】 校内ユースワーク（生徒と
の関係づくりに重点を置く） 
【パターンⅣ】 校外ユースワーク（若者の
エンパワーメントを支援する） 
 
 研究成果は 2018 年 1月 28日の公開シンポ
ジウムにて全 128 名の参加者に公開した。東
京都教育委員会および大阪府関係者含め 30
名以上の教育委員会職員、教員、スクールソ
ーシャルワーカーを含み、当初想定した以上
の成果還元を実現することができた。 
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